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1. 背景 

光波の位相分布の可視化や測定により、

物体の厚さや屈折率分布などの情報を得

ることができる。位相分布を可視化する際

に、干渉計を用いる方法があるが、振動に

弱いなどの欠点がある。 

そこで、図 1のように、簡易な光学系と

最適アルゴリズムを用いて光波の位相分

布を測定する方法[1]がある。 

図 1 波面補償型位相分布測定の原理 

2. 原理 

今回は、レンズアレイを用いて、SLMで

位相変化を与える処理を分割した実験系

を想定してシミュレーションを行う。また、

処理ごとの波面を表現する関数として、二

次元Walsh関数[2]𝑊𝑚,𝑛を用いる。また、最

適化アルゴリズムとして逆放物線補完を

用いる。 

3. シミュレーション結果 

 トンボの翅の位相分布を測定した結

果とその位相分布を表 1 と図 2 に示す。

また、その際に用いた元画像を図 3に示

す。 

表 1 補正後の PSNR 

 PSNR(dB) 

単一 35.8524 

2 × 2分割 34.4607 

4 × 4分割 33.6335 

 

 

単一    2 × 2分割   

図 2 測定した位相分布 

図 3 元画像 

4. まとめ 

 分割数を増やすに連れて画像の劣化

が見られたものの、いずれも PSNR が

30dB を超え、位相分布の測定時間を安

定的に短縮することに成功した。 
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